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2月8日に開催予定だったミートアップ
イベントは、大雪による主催者判断で、
残念ながら中止となっていました。

楽しみにしていた皆さまにおかれまし
ては、大変申し訳ございませんでした。
（振替開催につきましては、日程調整
中ですので、わかり次第お知らせいた
します。）

恒例のお花見は開催予定ですので、ま
ずはこちらでご一緒できますことを楽
しみにしています♪ （たいこん）

報告では、生涯を通じたリスク
管理が重要であるとし、人生の
各段階におけるリスク要因とそ
の影響度（症例減少の潜在的な
割合）を分類しています。

短い教育歴（5％）：脳の予備能を高めるため
の教育が重要です。

この時期の対策が最も大きな影響を与えるとされて
います。

難聴および高LDLコレステロール値（7％）：最大
のリスク要因です。
うつ病、外傷性脳損傷（3％）／運動不足、糖尿病、
喫煙、高血圧（2％）／肥満、過剰な飲酒（1％）。

社会的孤立（5％）：人とのつなが
りが脳を保護します。
大気汚染（3％）／視力低下（2％）

報告書は、特に低・中所得国や社会経済
的地位の低い人々がこれらのリスクにさ
らされやすく、適切な介入によって受け
る恩恵も大きいと強調しています。

国際アルツハイマー病協会（ADI）は、
「リスク低減に取り組むのに、早すぎるこ
とも遅すぎることもない」というメッセー
ジを掲げ、個人の生活習慣の改善だけでな
く、政策立案者が大気汚染対策や教育機会
の確保、禁煙政策などの社会的な枠組みを
整えることが、将来の認知症発症を抑制す
るために不可欠であると提言しています。

丸の中の数字は、このリス
クが解消された場合に認知症
の症例が減少する割合を表し
ています（％）。

日本の症例では、難聴の次
に運動不足のリスク要因が高
いという結果が出ています。


